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老
農
塚
田
喜
太
郎
翁 

「
そ
の
遺
徳
遥
か
な
り 

安
積
開
拓
事
業
の
礎
と
な
る
」 

 

 

宮
下 

亮
善 

 

「
和
尚
さ
ん
、
郡
山
の
安
積
に
行
か
れ
る
の
で
あ

れ
ば
、
是
非
、
ヤ
ド
ン
先
祖
の
墓
に
花
を
供
え
て
き

て
下
さ
い
」、「
ウ
ー
ン
団
体
旅
行
だ
か
ら
、
途
中
か

ら
予
定
を
変
更
す
る
の
は
難
し
い
で
す
ね
」
と
、
さ

し
て
気
に
も
せ
ず
に
会
話
を
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、

二
週
間
ぐ
ら
い
後
に
ま
た
先
日
の
話
。「
ウ
ー
ン
そ
の

人
は
ど
ん
な
人
で
何
を
さ
れ
た
人
で
す
か
」
と
尋
ね

る
と
、
現
鹿
児
島
市
谷
山
山
田
の
塚
田
喜
太
郎
と
言

う
人
で
、
藩
政
時
代
か
ら
薩
摩
で
は
農
業
指
導
者
と

し
て
功
績
を
あ
げ
ら
れ
藩
庁
か
ら
表
彰
を
受
け
ら
れ

た
ほ
ど
の
人
物
で
あ
る
と
。
そ
ん
な
人
物
の
墓
が
何

故
福
島
の
郡
山
安
積
の
地
に
あ
る
の
か
と
、
い
よ
い

よ
興
味
が
沸
き
事
情
を
聞
き
お
よ
ん
で
い
る
う
ち
に
、

こ
れ
は
是
非
と
も
墓
前
に
額
ず
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
思
い
を
深
く
し
予
定
変
更
す
る
次
第
に
な

り
ま
し
た
。 

郡
山
（
福
島
県
郡
山
市
）
が
大
き
く
変
貌
す
る
の

は
明
治
五
年
（
１
８
７
２
）、
熊
本
藩
士
安
場
保
和
が

福
島
県
令
と
し
て
赴
任
し
て
か
ら
で
あ
る
。
安
場
は

貧
困
に
苦
し
む
郡
山
地
域
を
蘇
ら
す
た
め
、
猪
苗
代

湖
の
水
を
引
く「
安
積
疎
水
開
削
事
業
」を
企
画
し
、

担
当
課
長
職
に
旧
米
沢
藩
士
中
條
政
恒
を
任
命
し
た
。

こ
の
郡
山
（
安
積
地
域
）
は
〝
水
は
西
に
流
れ
て
も

東
に
流
れ
な
い
〟
と
い
わ
れ
る
不
毛
の
土
地
、
猪
苗

代
湖
の
水
を
安
積
原
野
へ
疎
水
す
る
と
い
う
構
想
は

江
戸
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
。 

福
島
県
の
開
拓
に
呼
応
し
た
地
元
豪
商
た
ち
は

明
治
六
年
「
開
成
社
」
を
結
成
し
、
本
格
的
な
開
拓

に
乗
り
出
し
た
。
こ
の
よ
う
な
お
り
、
明
治
九
年 

あ 

さ 

か 
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（
１
８
７
６
）、明
治
天
皇
の
東
北
巡
幸
の
下
見
に
来

た
内
務
卿
大
久
保
利
通
は
福
島
県
と
開
成
社
が
進
め

て
来
た
官
民
一
体
の
開
拓
事
業
の
立
ち
上
げ
に
感
動

し
て
〝
明
治
近
代
化
国
家
建
設
の
礎
は
こ
の
地
に
あ

り
〟
と
し
て
、
明
治
十
一
年
（
１
８
７
８
）
三
月
に

事
業
案
と
し
て
提
出
し
政
府
は
予
算
を
計
上
し
た
が

事
業
開
始
目
前
に
、
紀
尾
井
坂
で
島
田
一
郎
ら
の
凶

刃
に
倒
れ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
〝
大
久
保
の
夢
〟
は
明
治
政
府

初
の
国
営
農
業
水
利
事
業
「
安
積
開
拓
・
安
積
疎
水

開
削
事
業
」
と
し
て
、
明
治
十
二
年
（
１
８
７
９
）

猪
苗
代
湖
「
十
六
橋
水
門
」
の
建
設
を
緒
に
明
治 

 

十
五
年
（
１
８
８
２
）
延
べ
八
十
五
万
人
の
労
力
と

当
時
の
年
間
国
家
土
木
予
算
の
三
分
の
一
を
要
し
て
、

水
路
五
十
二
㎞
、
分
水
路
七
十
八
㎞
が
安
積
疎
水
と

し
て
完
成
し
た
。
約
四
千
㏊
だ
っ
た
米
の
作
付
け
面

積
は
最
大
時
一
万
㏊
以
上
広
が
っ
た
。
収
穫
量
は
約

四
千
五
百
㌧
か
ら
十
倍
以
上
へ
と
大
幅
に
増
え
実
り

多
き
大
地
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。 

こ
の
安
積
開
拓
事
業
は
「
殖
産
興
業
」
と
「
士
族

授
産
」
の
救
済
を
目
的
と
し
て
お
り
、
明
治
十
一
年

九
藩
（
久
留
米
、
会
津
、
土
佐
、
鳥
取
、
棚
倉
、
岡

山
、
松
山
、
米
沢
、
二
本
松
）
の
五
百
戸
数
、
二
千

人
が
入
植
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
開
拓
地
で
は
当

初
の
意
気
は
消
沈
し
失
望
し
て
離
農
し
よ
う
と
す
る

者
、
帰
郷
し
よ
う
と
す
る
者
な
ど
が
続
出
し
、
安
積

開
拓
事
業
は
一
大
危
機
に
陥
っ
て
し
ま
っ
た
。 

内
務
省
勧
農
局
御
用
掛
授
産
地
業
務
主
管
と
し

て
赴
任
し
て
い
た
奈
良
原
繁
は
こ
の
実
情
を
憂
慮
し

て
、
政
府
の
松
方
内
務
卿
に
強
く
上
申
し
、
明
治 

 

十
三
年
五
月
開
拓
地
営
農
指
導
者
と
し
て
老
農
二
人

を
招
請
し
た
。
鹿
児
島
か
ら
塚
田
喜
太
郎
が
招
か
れ

農
耕
を
指
導
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
奈
良
原
繁
の 

〝
お
国
の
た
め
〟
と
の
懇
願
に
こ
た
え
て
甥
の
森
元

山
助
を
伴
い
徒
歩
に
て
二
ケ
月
を
要
し
て
四
百
数
十

里
の
東
北
安
積
を
目
指
し
て
現
地
に
赴
い
た
。 
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時
に
六
十
歳
〝
生
き
て
再
び
故
郷
の
桜
島
山
を

見
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
〟
悲
壮
な
覚
悟
を
も
っ
て
鹿

児
島
を
あ
と
に
し
た
。 

荒
土
に
苦
心
惨
憺
す
る
も
鹿
児
島
で
の
さ
つ
ま

芋
肥
料
に
骨
粉
を
施
す
の
を
ヒ
ン
ト
に
骨
粉
施
肥
・

肥
土
に
混
ぜ
た
籾
を
播
き
芽
が
出
た
頃
田
圃
に
水
を

引
く
と
い
う
「
塚
田
式
直
播
法
」
を
確
立
さ
せ
た
。

三
年
目
に
従
来
の
十
倍
の
収
穫
を
し
た
。
士
族
農
民

た
ち
は
一
気
に
活
気
づ
き
、
当
時
牛
馬
が
死
ぬ
と
野

山
に
捨
て
て
い
た
も
の
を
遠
く
ま
で
泊
ま
り
が
け
で

骨
集
め
に
奔
走
す
る
。
も
の
凄
い
悪
臭
に
あ
ち
こ
ち

の
村
々
か
ら
出
る
苦
情
も
物
と
も
せ
ず
臼
で
ひ
い
て

骨
粉
づ
く
り
に
努
力
し
た
。
気
位
の
高
い
士
族
農
民

た
ち
が
本
物
の
農
民
に
な
っ
た
と
い
わ
れ
た
。 

苦
節
十
年
〝
自
分
の
墓
は
西
の
方
の
鹿
児
島
に

向
け
て
く
れ
〟
が
遺
言
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

明
治
二
十
三
年
二
月
二
十
一
日
。
享
年
七
十
歳
。

医
王
山
龍
角
寺
墓
域
に
永
眠
。 

 

法
名 

喜
悦
院
釈
善
種
義
讃
清
居
士 

 

鹿
児
島
県
薩
摩
国
谷
山
郡
谷
山
村
大
字
山
田 

 

顕
官
大
久
保
利
通
公
と
一
介
の
農
民
塚
田
喜
太

郎
翁
が
共
に
明
治
近
代
国
家
建
設
一
大
事
業
に
貢
献

し
、
今
日
の
郡
山
市
発
展
の
基
礎
を
築
い
た
。 

「
喜
太
郎
ド
ン
は
温
厚
篤
実
で
怒
っ
た
こ
と
の

な
い
仏
の
よ
う
な
人
だ
っ
た
」
と
。 

郡
山
は
〝
鹿
児
島
に
恩
は
あ
っ
て
も
恨
み
は
あ

り
ま
せ
ん
〟
現
郡
山
市
長
品
川
萬
里
氏
の
言
葉
。 

 

そ
の
遺
徳
遥
か
な
り 

安
積
開
拓
事
業
の
礎
と
な
る 

 

（
天
台
宗
大
雄
山
南
泉
院
住
職
） 

  


